
平
成
二
十
二
年
度 

(

第
54
回)

岩
手
県
教
育
研
究
発
表
会
資
料
（
補
助
資
料
） 

 

中
学
校
国
語
科
に
お
け
る
知
識
・
技
能
の
活
用
を 

図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
問
題
の
作
成 

 

                   

  
 

《
補
助
資
料
目
次
》 

 

【
補
助
資
料
１
】
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
活
用
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
問
題
・
・
１ 

【
補
助
資
料
２
】
中
学
校
国
語
科
「
活
用
問
題
」
を
利
用
す
る
に
当
た
っ
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２ 

【
補
助
資
料
３
】
中
学
校
国
語
科
に
お
け
る
「
活
用
問
題
」
の
実
際 

 
 

 
 

 
 
 

中
学
校
一
年
「
中
学
生
に
な
っ
て
」〔
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
〕
・
・
・
・
・
・
・
・
４ 

 
 

 
 

 
 
 

中
学
校
一
年
「
本
の
紹
介
」〔
読
む
こ
と
〕・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８ 

 
 

 
 

 
 
 

中
学
校
二
年
「
お
礼
状
」
〔
書
く
こ
と
〕
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
12 

 
 

 
 

 
 
 

中
学
校
二
年
「
交
流
会
」
〔
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
〕・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
16 

 
 

 
 

 
 
 

中
学
校
三
年
「
携
帯
電
話
」
〔
読
む
こ
と
〕・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
20 

【
補
助
資
料
４
】
活
用
問
題
出
題
一
覧
表 

 
 

 
 

 
 
 

Ａ 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
24 

 
 

 
 

 
 
 

Ｂ 

書
く
こ
と
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
25 

 
 

 
 

 
 
 

Ｃ 

読
む
こ
と
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
26 

平
成
二
十
三
年
二
月
十
八
日 

岩
手
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

長
期
研
修
生 

渡 

邉 

康 

二 

所
属
校 

盛
岡
市
立
黒
石
野
中
学
校 



 

表
紙
裏
の
余
白
ペ
ー
ジ
で
す
。 



１

は
じ
め
に

本
県
の
義
務
教
育
で
は
、「
全
て
の
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
基
礎
・
基
本
の
定

着
を
実
現
し
て
い
く
」
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、『
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
活
用
を
図

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
問
題
』（
以
下
「
活
用
問
題
」
と
表
記
）
を
作
成
し
、

提
示
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
へ
の
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
支
援
し
よ
う

と
考
え
、
本
資
料
に
ま
と
め
ま
し
た
。

２

「
活
用
問
題
」
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

（
１
）
本
県
に
お
け
る
基
礎
・
基
本
の
定
着
に
つ
い
て

本
県
に
お
い
て
は
、
基
礎
・
基
本
を
、
読
み
・
書
き
・
計
算
と
い
っ
た
学
習
基

盤
の
育
成
及
び
各
教
科
等
に
お
け
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
の
習
得
と

と
も
に
、
そ
の
知
識
や
技
能
を
活
用
し
て
人
間
と
し
て
社
会
人
と
し
て
生
涯
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
に
必
要
な
能
力
（
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
等
）
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。（
平
成
二
十
二
年
度
学
校
教
育
指

導
指
針
よ
り
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
目
指
す
た
め
に
、
基
礎
的
・
基
本
的

『
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の

活
用
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
問
題
』

岩
手
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

な
知
識
・
技
能
を
確
実
に
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
学
習
活

動
を
手
立
て
と
し
て
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
授
業
を
実
践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
単
元
構
想
に
「
活
用
」

を
意
識
し
た
学
習
活
動
を
意
図
的
に
位
置
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
２
）「
活
用
問
題
」
と
は

「
活
用
問
題
」
と
は
、
学
習
指
導
要
領
を
基
に
、
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
、

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
問
題
で
す
。

そ
の
た
め
に
、「
活
用
問
題
」
は
、
必
要
な
情
報
を
取
り
出
し
た
り
、
根
拠
を

持
っ
て
考
え
た
り
、
自
分
の
考
え
を
説
明
し
た
り
す
る
な
ど
の
言
語
活
動
に
取
り

組
め
る
よ
う
構
成
し
て
い
ま
す
。

（
３
）「
活
用
問
題
」
を
利
用
す
る
に
当
た
っ
て

「
活
用
問
題
」
は
、
知
識
・
技
能
の
活
用
へ
の
習
熟
を
図
る
た
め
に
利
用
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
は
、「
活
用
問
題
」
を
授
業
や
家
庭
学
習
な
ど
で
繰
り
返
し
取
り
組

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
に
習
熟
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
問
題
の
「
正
答
例
と
解
説
」
を
通
し
て
、
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
手
立
て

を
確
認
し
た
り
、
活
用
す
る
こ
と
で
確
か
な
習
得
が
な
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
教
師
が
児
童
生
徒
の
解
答
状
況
か
ら
授
業
実
践
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
授
業
改
善
に
も
つ
な
が
り
、
児
童
生
徒
へ
の
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

【補助資料１】
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学
習
指
導
要
領
で
は
、
各
領
域
の
指
導
事
項
を
「
言
語
活

動
を
通
し
て
指
導
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
習
指
導
要
領

解
説 

国
語
科
改
訂
の
要
点
「
（
３
）
言
語
活
動
の
充
実
」
に
は

次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

         

こ
の
学
習
指
導
要
領 

言
語
活
動
例
を
具
体
的
な
問
題
に

し
た
も
の
が
「
活
用
問
題
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

中
学
校
国
語
科
「
活
用
問
題
」
は
、
学
習
指
導
要
領 

言
語

活
動
例
を
具
体
的
な
問
題
と
し
た
も
の
で
す
。 

 

こ
の
「
活
用
問
題
」
は
次
の
よ
う
な
場
面
で
利
用
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
。 

 

  

「
活
用
問
題
」
は
領
域
ご
と
に
配
列
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
※
活

用
問
題
出
題
一
覧
表
参
照
）
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
「
書
く

こ
と
」
「
読
む
こ
と
」
そ
れ
ぞ
れ
の
単
元
構
成
を
考
え
る
と
き
に
、

ど
の
言
語
活
動
を
設
定
す
る
か
の
参
考
に
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
「
活
用
問
題
」
を
生
徒
に
示
す
こ
と
で
、
単
元
の
言
語

活
動
の
見
通
し
を
持
た
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

   

「
活
用
問
題
」
を
小
問
ご
と
に
分
割
し
て
行
う
こ
と
が
可
能

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
位
時
間
の
中
で
扱
っ
た
指

導
事
項
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

   

「
活
用
問
題
」
は
学
習
指
導
要
領 

言
語
活
動
例
を
具
体
化

し
た
問
題
で
す
。
こ
の
「
活
用
問
題
」
を
使
っ
て
「
言
語
活
動
」
を

促
し
、
単
元
の
ね
ら
い
（
指
導
事
項
）
の
習
得
の
た
め
に
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

   

「
活
用
問
題
」
を
家
庭
学
習
や
週
末
課
題
と
し
て
用
い
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
そ
の
時
は
、
「
正
答
例
と
解
説
」
と
と
も
に
、

教
師
の
解
説
を
加
え
る
こ
と
で
、
指
導
事
項
の
習
得
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

   

「
正
答
例
と
解
説
」
に
は
、
発
展
学
習
と
し
て
、
こ
の
問
題
を

題
材
に
実
際
に
行
え
る
言
語
活
動
や
、
問
題
に
関
係
し
た
言

語
活
用
例
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

問
題
作
成
に
当
た
って
の
基
本
的
な
考
え
方 

 

中
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校
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活
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を
利
用
す
る
に
当
た
っ
て 
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「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
、
「
書
く
こ
と
」
及
び
「
読
む
こ
と
」
の
各

領
域
に
お
い
て
は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
活
用
し

て
課
題
を
探
求
す
る
こ
と
の
で
き
る
国
語
の
能
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
内
容
の
（
２
）
の
社
会
生
活
に
必
要
と
さ

れ
る
発
表
、
案
内
、
報
告
、
編
集
、
鑑
賞
、
批
評
な
ど
の
言
語
活

動
を
具
体
的
に
例
示
し
て
い
る
。          

学
習
指
導
要
領
解
説 

 

問
題
の
利
用
場
面 

 

○
単
元
の
は
じ
め
に 

○
単
位
時
間
の
中
で 

○
単
元
の
ま
と
め
と
し
て 

○
家
庭
学
習
と
し
て 

 
※
発
展
学
習
と
し
て 

【補助資料２】 
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「
活
用
問
題
」
は
、
学
習
指
導
要
領 

言
語
活
動
例
を
基

に
、
実
生
活
の
様
々
な
場
面
を
取
り
上
げ
た
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
「
正
答
例
と
解
説
」
に
は
、
正
答
ま
た
は
正
答
例

と
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
考
え
方
等
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

    

           

- 1 -

、

。

。

問
一

次
の
文
は

二
つ
の
記
事
と
グ
ラ
フ
を
読
ん
で
ま
と
め
た
も
の
で
す

資
料
の
中
の
言
葉
や
数
値
を
使
っ
て
空
欄
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
答
え
な
さ
い

上
段
の
記
事
は

図
書
室
へ
の

①

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る

下
段
の
記
事
は
、
読
書
時
間
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

、

（

）

。

一
年
生
と
三
年
生
の
人
数
を
比
較
す
る
と

朝
の
人
数
の
差
は

②

学
年
ご
と
に
比
較
す
る
と
、
一
時
間
以
上
読
書
を
し
て
い
る
人
の
割
合
が

、

（

）

人
だ
が
、
昼
休
み
の
人
数
の
差
は
、
百
六
人
だ
。
図
書
委
員
会
で
は
、
三

一
番
多
い
の
は
（
①

）
年
生
で

（
②

）
％
の
人
が
一
時
間
以

、

年
生
は

（
③

）
が
あ
っ
た
た
め
、
昼
休
み
に
図
書
室
に
来
ら
れ
な

上
読
書
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
十
分
未
満
の
人
の
割
合
が
一
番
多
い

、

か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

の
は
（
③

）
年
生
だ
。

①

①

②

②

③

③

問
二

次
の
各
文
は
、
図
書
委
員
会
便
り
「
図
書
室
へ
行
こ
う
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
図
書
委
員
会
便
り
「
図
書
室
へ
行
こ
う
」
の
内
容
と

も
の
を
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

合
っ
て
い
な
い

１

図
書
委
員
会
で
は
、
図
書
室
を
訪
れ
た
人
の
数
と
、
こ
の
学
校
の
生
徒
が
ど
れ
く
ら
い
読
書
に
親
し
ん
で
い
る
か
を
調
査
し
た
。

解
答
ら
ん

２

図
書
委
員
会
便
り
を
読
む
と
、
図
書
委
員
会
で
は
、
生
徒
の
読
書
量
は
意
外
と
多
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

３

記
事
に
よ
る
と
三
年
生
は
忙
し
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
図
書
室
に
来
る
人
数
が
、
朝
も
昼
も
圧
倒
的
に
少
な
い
か
ら
だ
。

４

図
書
委
員
会
で
は
、
読
書
時
間
の
長
さ
と
、
図
書
室
へ
行
っ
た
回
数
の
関
係
も
書
い
て
い
る
。

問
三

「
図
書
室
へ
行
こ
う
」
の
下
の
記
事
に
書
か
れ
て
い
る

を
読
ん
だ
と
き
、
こ
の
二
つ
の
関
係
は

読
書
時
間
と
図
書
室
へ
の
来
室
回
数
に
つ
い
て
の
関
係

少
し
お
か
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
感
じ
た
理
由
を
「

「

「

」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

読
書
時
間

図
書
室
へ
の
来
室
回
数

グ
ラ
フ

」

」

(12.0%)

(18.0%)

(14.0%)

(23.0%)

(27.0%)

３年

(34.0%)

１年

(46.0%)

２年

(51.0%)

(48.0%)

(19.0%)

(4.0%)

(4.0%)

【 各学年の読書時間 】

２時間以上

１時間以上

３０分以上

３０分未満

0

50

100

150

200

250

300
(人)

延
べ
人
数

１年  ２年  ３年

92 79 87

197

182

91

【 図書室への来室者数 （１学期） 】

昼休み

朝

- 1 -

組

番

氏

名

中

学

校

一

年

国

語

［

問

題

○

図

書

室

へ

行

こ

う

］

学
校
の
図
書
委
員
会
か
ら
、
図
書
委
員
会
便
り
「
図
書
室
へ
行
こ
う
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

皆さんは，普段どのくらいの時間読書して

いますか？図書委員会では，１学期の活動と

， 。して 皆さんの読書時間の調査を行いました

左のグラフがその結果です。この結果を見

ると，想像していたよりも長い時間読書して

いたようです。また，読書時間の長い人は，

図書室への来室回数も多いということがわか

ります。やはり，普段から本に接している人

は，読書する時間も長いんですね。

夏休みには，読書の時間がとりやすくなり

ます。朝の涼しい風を感じながら，また，夜

には虫の声を聞きながら，読書の時間を作っ

てみてください。

図書委員会では，人気のある本を選びやす

く並べています。ぜひ，いらしてください。

。 ，１学期も間もなく終わります そして

。いよいよ楽しい夏休みがやってきます

さて，この１学期の図書室への来室

者数をまとめてみました。１学期は，

１年生の昼休みの図書室利用者が，他

の学年に比べて多くなっています。

右のグラフを見てみると，やはり学

年が進むにつれて，図書室への来室数

が減っています。３年生は，行事の準

備等で昼休みを使うことも多かったの

でしょうか。２学期からは，もっと多

くの人が利用してくれることを期待し

ています。

，これから気温の高い日が続きますが

図書室は涼しい！ ぜひ皆さんも図書室

にいらしてください。

○○中学校 図書委員会
図書委員会便り 第３号

新聞，通信，総合的

な学習の時間など，日

常の生活場面を意識し

た問題設定になってい

ます。 

 連続型テキストだ

けでなく，グラフや図

表など，非連続型テキ

ストを問題文に使用

しました。 

また，複数のテキス

トを関連させて読ま

せる問題となってい

ます。  

 それぞれの小問を分割して行

うこともできます。 

指導事項の確認に用いること

ができます。 

 

問題は，２問から３問の

小問で構成されています。 

 それぞれの小問は，言語

活動を行う中心問題と，中

心問題を解くためのステ

ップ問題で構成されてい

ます。 

 ステップ問題には，中心

問題のヒントが示されて

います。 

 
問

題

に
つ
い
て 
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中
学
校

一
年
国
語

問
題
○

［
中
学
生
に
な
っ
て
］

組

番
氏
名

自
分
の
出
身
小
学
校
へ
中
学
校
の
様
子
を
紹
介
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
資
料

Ａ
は
学
校
紹
介
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。
ま
た
、
会
話
文
Ｂ
は
、
そ
の
時
の
内
容
を
考
え

て
い
る
と
き
の
様
子
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
見
て
、
あ
と
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

中

生 徒 数

学年 1 年 2 年 3 年

学級 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 合計

男 １７ １７ １６ １６ １８ １７ １０１

女 １５ １４ １６ １６ １６ １６ ９３

計 ３２ ３１ ３２ ３２ ３４ ３３ １９４

生 徒 会 ス ロ ー ガ ン

勇往邁進
ゆ うおうまい しん

○全校合唱 「誇りの持てる合唱」○全校合唱 「誇りの持てる合唱」
わたしたち生徒会では、全校合唱の充実に取り組んでいます。

全校朝会では、全校合唱と１学級ずつ合唱発表を行い、毎週

金曜日には、縦割り集団による合唱交流会を開催しています。歌

声の響く学校にしたいと考えています。

○あいさつ 「○あいさつ 「さわやかなあいさつの交わされる学校さわやかなあいさつの交わされる学校」」
わたしたち生徒会では、あいさつ運動の活性化に取り組んでい

ます。専門委員会、学年生徒会と協力し、毎朝、あいさつ運動を

行っています。一日のスタートを、笑顔であいさつを交わすことか

ら始めたいと考えています。

部 活 動

現在、１０の運動部と２つの文化部があります。わたしたちは、

お互いに切磋琢磨し合いながら活動に取り組んでいます。
せっさたくま

平成２１年度
中学校総合体育大会岩手県大会出場

野球部 サッカー部
バレーボール部（女子）
ソフトテニス部（男子）

野球部 サッカー部 バスケットボール部（男）
バレーボール部（男） バレーボール部（女）
ソフトテニス部（男） ソフトテニス部（女）
柔道部 剣道部 陸上部 吹奏楽部 美術部

資料Ａ 学校紹介用のパンフレット

【補助資料３】
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問
一

次
の
各
文
は
、
紹
介
す
る
内
容
を
、
箇

条
書
き
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
各
文
の
空
ら
ん
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。

か
じ
ょ
う

○

こ
の
学
校
の
部
活
動
は
、
運
動
部
、
文
化
部
あ
わ
せ
て
（

①

）
の
部
活
動
が
あ
る
。

○

こ
の
学
校
で
は
、
生
徒
会
の
取
り
組
み
と
し
て
（

②

）
と
（

③

）
の
二
つ
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。

○

学
校
紹
介
の
ス
ピ
ー
チ
の
後
、
（

④

）
を
披
露
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

①

②

③

④

「
学
校
紹
介
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
話
せ
ば
い
い
の
か
な
。」

「
事
前
に
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
と
、
や
っ
ぱ
り
、
部
活
動
の
こ
と
が
知
り
た
い
み
た
い
だ
ね
。」

「
部
活
動
と
生
徒
会
の
合
唱
活
動
、
ど
ち
ら
の
内
容
も
入
れ
た
い
よ
ね
。
だ
っ
て
、
両
方
と
も
、
わ
た
し
が
中
学
生

に
な
っ
て
驚
い
た
こ
と
な
ん
だ
も
の
。
先
輩
た
ち
っ
て
、
す
ご
い
な
あ
と
思
っ
た
。」

「
わ
た
し
も
。
部
活
動
と
生
徒
会
活
動
が
充
実
し
て
い
て
、
そ
し
て
勉
強
に
も
一
生
懸
命
だ
っ
て
こ
と
を
ぜ
ひ
伝
え

た
い
。
」

「
わ
た
し
た
ち
が
話
す
時
間
っ
て
ど
れ
く
ら
い
？
」

「
わ
た
し
た
ち
の
あ
と
、
先
生
方
の
説
明
と
合
唱
披

露
が
あ
る
か
ら
、
一
分
く
ら
い
し
か
な
い
ん
だ
っ
て
。」

ひ
ろ
う

「
そ
う
か
。
短
い
ね
。
や
っ
ぱ
り
聞
き
た
い
こ
と
に
は
答
え
な
き
ゃ
な
ら
な
い
よ
ね
。
で
も
、
せ
っ
か
く
合
唱
披
露

も
あ
る
ん
だ
か
ら
、
全
校
で
取
り
組
ん
で
る
合
唱
の
様
子
は
紹
介
し
た
い
し
…
。」

会
話
文
Ｂ

学
校
紹
介
の
内
容
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
様
子
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問
二

次
の
文
章
は
、
中
学
校
の
様
子
を
紹
介
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
ス
ピ
ー
チ
原
稿
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
だ
と
き
に
、
こ
の
原
稿
だ
と
紹
介
し
た
い
と
考

え
て
い
た
内
容
を
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
紹
介
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
内
容
と
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
文
を
、
ス
ピ
ー
チ

原
稿
の
下
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
勇
往
邁
進
」
の
言
葉
の
意
味
と
校
章
の

由
来
を
説
明
し
た
か
っ
た
が
、
原
稿
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
。

イ

中
学
校
の
授
業
に
つ
い
て
、
各
教
科
ご
と
に
内
容
を
く
わ
し
く
し

よ
う
と
考
え
て
い
た
の
に
、
簡
単
な
説
明
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

ウ

部
活
動
の
様
子
を
伝
え
る
た
め
に
、
四
つ
の
部
の
県
大
会
出
場
を

中
心
に
紹
介
し
た
か
っ
た
が
、
簡
単
な
説
明
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

エ

部
活
動
と
生
徒
会
活
動
が
充
実
し
て
い
る
様
子
と
、
全
校
合
唱
の

様
子
を
伝
え
た
か
っ
た
が
、
原
稿
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
。

問
三

問
題
の
会
話
文
に
そ
っ
て
こ
の
学
校
の
学
校
紹
介
の
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
書
く
と
き
、
あ
な
た
だ
っ
た
ら
、
は
じ
め
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
ど
の
よ
う

な
内
容
を
取
り
上
げ
ま
す
か
。
取
り
上
げ
る
内
容
を
一
つ
決
め
て
、
そ
の
内
容
を
百
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

〈
内
容
〉

〈スピーチ原稿〉

みなさんこんにちは。今日は、わたしたちの

中学校を紹介したいと思います。

わたしたちの学校は、各学年２クラスで、男

子１０１名、女子９３名、全校生徒１９４名の

学校です。

中学校では、小学校と違い、毎時間教科の先

生がかわります。授業の内容も、小学校よりも

専門的になり、難しくなります。英語も、本格

的に行われます。

放課後は、全員部活動を行います。部活動に

は、野球部、サッカー部、バスケットボール部

男女、バレーボール部男女、ソフトテニス部男

女、柔道部、剣道部、陸上部、吹奏楽部、美術

部があります。どの部も一生懸命活動していま

す。

これで紹介を終わります。みなさんの入学を

お待ちしています。

記 号
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正

答

例

と

解

説
（
一
年
問
題
○

中
学
生
に
な
っ
て
）

問
一

《

正

答

》

①

（
十
二
）

②

全
校
合
唱
（
合
唱
・
合
唱
活
動

等
）

12

③

あ
い
さ
つ
（
あ
い
さ
つ
運
動
・
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ

等
）

④

合
唱

問
題
文
の
会
話
や
、
学
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
必
要
な
情
報
を
探
し
出
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
で
な
く
、
複
数
の
内
容
を
関
連
さ
せ
て

見
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
二

《

正

答

》

エ

学
校
紹
介
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
「
相
手
（
対
象
）
が
何
を
求
め
て
い
る
か
」
と

「
自
分
は
何
を
伝
え
た
い
か
（
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
）
」
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
題
文
の
会
話
を
見
る
と
、
「
相
手
が
求
め
て
い
る
も
の
」
と
し
て
、
「
部

活
動
の
こ
と
」
、「
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
」
と
し
て
、「
部
活
動
と
合
唱
活
動
」

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ス
ピ
ー
チ
原
稿
と
し
て
示
さ
れ
た

も
の
は
、
「
生
徒
数
に
つ
い
て
」
「
中
学
校
の
授
業
に
つ
い
て
」
「
部
活
動
に
つ

い
て
」
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伝
え
る
た
め
の
内
容
を
、
相
手
を
意
識
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

問
三《

正
答
例

》

○
部
活
動
に
つ
い
て
・
・
・
①

わ
た
し
た
ち
の
学
校
に
は
、
十
の
運
動
部
と
二
つ
の
文
化
部
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
部
も
、
技
術
を
磨
き
、
精
神
力
を
鍛
え
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
特

に
も
、
平
成
二
十
一
年
度
は
、
四
つ
の
部
が
県
大
会
に
進
む
な
ど
、
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
（

字
）

93

○
生
徒
会
活
動
に
つ
い
て
・
・
・
②

わ
た
し
た
ち
生
徒
会
で
は
、
勇
往
邁
進
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
次
の
二
つ
を

重
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
あ
い
さ
つ
運
動
で
す
。
二
つ
目
は

合
唱
活
動
で
す
。
特
に
、
合
唱
は
全
校
合
唱
練
習
や
合
唱
交
流
会
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
（

字
）

92

○
合
唱
に
つ
い
て
・
・
・
③

わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
合
唱
活
動
が
盛
ん
で
す
。
全
校
練
習
や
合
唱
交

流
会
が
毎
週
開
か
れ
て
い
ま
す
。
誇
り
の
持
て
る
合
唱
を
目
標
に
、
ど
の

学
級
か
ら
も
歌
声
が
響
い
て
き
ま
す
。
こ
の
後
合
唱
を
披
露
し
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
の
歌
声
を
お
聞
き
下
さ
い
。
（

字
）

99

問
二
で
は
、
「
相
手
の
求
め
て
い
る
も
の
」
と
「
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
」

を
と
ら
え
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
百
字
以
内
で
ま

と
め
た
例
を
示
し
ま
す
。

①
は
、
具
体
的
な
数
を
示
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
②
は
「
一
つ
目
～
、

二
つ
目
～
」
と
区
切
り
な
が
ら
説
明
し
て
い
ま
す
。
③
に
は
、
聞
き
手
へ
の
呼

び
か
け
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

相
手
に
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
全
体
と
部
分
、
事
実
と
意
見
の
関
係

に
注
意
し
な
が
ら
話
を
構
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
文
一
文
が
あ
ま

り
長
く
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
使
っ
て
説

明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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中
学
校

一
年
国
語

問
題
○
［
本
の
紹
介
］

組

番
氏
名

藤
井
さ
ん
は
、
図
書
委
員
会
の
活
動
で
、
図
書
を
紹
介
す
る
ポ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
読
ん
で
い
た
「
論
語
」

に
書
か
れ
て
い
る
言
葉
は
自
分
た
ち
の
生
活
に
も
関
連
し
て
い
る
内
容
だ
と
思
い
、「
論
語
」
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ポ
ッ
プ
に
は
、
「
論
語
」
の
言
葉
を
現
代
語
に
直
し
た
も
の
と
、
そ
の
言
葉
が
わ
た
し
た
ち
の
ど
の
よ
う
な
生
活
場
面
に
あ
て

は
ま
る
か
と
い
う
内
容
を
の
せ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
の
①
～
④
は
、
藤
井
さ
ん
が
書
き
抜
い
た
「
論
語
」
の
言
葉
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

①
こ
れ
を
知
る
を
こ
れ
を
知
る
と
為
し
、

な

※
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と

※
す
る
し

知
ら
ざ
る
を
知
ら
ず
と
為
す
。

な

※
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と

※
な
い
（
否
定
の
言
葉
）

こ
れ
知
る
な
り
。

（
為
政
）

※
こ
れ
が
本
当
に
知
る
と
い
う
こ
と
だ

②
義
を
見
て

為
さ
ざ
る
は

な

※
正
し
い
と
わ
か
っ
て
い
る
こ
と

※
行
わ
な
い
の
は

勇
な
き
な
り
。

（
為
政
）

③

過

ち
て
改
め
ざ
る
、

あ
や
ま

※
過
ち
を
し
て

こ
れ
を
過
ち
と
謂
う
。

（
衛
霊
公
）

い※
言
う

④
徳

孤
な
ら
ず
。

こ

※
人
徳
の
あ
る
人

※
孤
立
し
な
い

必
ず
隣
あ
り
。

（
里
仁
）

※
賛
同
し
て
く
れ
る
人

「
論
語
」

孔
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
の

言
行
や
問
答
を
記
録
し
た

も
の
。

孔
子

中
国
古
代
の
思
想
家
。

真
心
を
重
ん
じ
、
人
格
を

高
め
る
こ
と
で
世
を
治
め

る
こ
と
を
理
想
と
し
た
。
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問
一

藤
井
さ
ん
の
書
き
抜
い
た
「
論
語
」
の
言
葉
①
～
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
※
の
語
句
の
注
釈
を
参
考
に
し
て
、
現
代
語
に
直
し
な
さ
い
。

問
二

問
一
で
現
代
語
に
直
し
た
言
葉
は
、
わ
た
し
た
ち
の
、
ど
の
よ
う
な
生
活
場
面
に
当
て
は
ま
る
と
い
え
ま
す
か
。
ほ
か
の
図
書
委
員
の
作
っ
た
次
の

ポ
ッ
プ
を
参
考
に
し
て
、
具
体
的
に
書
き
な
さ
い
。

選
ん
だ
言
葉

現
代
語
に
直
し
た
も
の

選
ん
だ
言
葉

わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
の
関
連

徒
然
草

吉
田
兼
好

た
く
さ
ん
宿
題
が
出
さ
れ
た
日
、
あ
る
程
度
終
わ
る
と

「
あ
と
少
し
だ
か
ら
大
丈
夫
」

な
ん
て
、
気
を
抜
い
て
そ
の
ま
ま
う
っ
か
り
忘
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
あ
や
ま
ち
は
、
安
き
所
に
成
り
て
、

や
す

な

必
ず

仕

る
事
に
候

ふ
」

つ
か
ま
つ

そ
う
ろ

「
失
敗
は
、
気
が
ゆ
る
ん
だ
時
に
こ
そ
起
こ
る
も
の
で
あ
る
」

（
「徒
然
草
」
第
百
九
段
「
高
名
の
木
登
り
」
よ
り
）

気
を
抜
い
た
時
こ
そ
落
と
し
穴
が
あ
る
?

こ
こ
に
は
、
わ
た
し
た
ち
の
道
し
る
べ
が
あ
る
。
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問
三

藤
井
さ
ん
は
、
次
の
解
答
ら
ん
の

に
文
章
を
書
い
て
、「
論
語
」
を
紹
介
す
る
ポ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
な
た
な
ら
ど
の
よ
う
に
作

り
ま
す
か
。

に
は
、
選
ん
だ
論
語
の
言
葉
（
※
論
語
の
言
葉
に
は
「

」
を
つ
け
る
も
の
と
し
ま
す
）
と
、
そ
れ
を
現
代
語
に
直
し
た
も
の
（
問
一
）
、

ど
の
よ
う
な
生
活
場
面
に
当
て
は
ま
る
か
を
書
い
た
も
の
（
問
二
）
を
関
連
さ
せ
た
文
章
を
書
く
も
の
と
し
ま
す
。
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正

答

例

と

解

説

（
一
年
問
題
○

本
の
紹
介
）

問
一

《

正

答

例

》

①

自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
す
る
し
、
自
分
の
知
ら
な

い
こ
と
を
知
ら
な
い
と
す
る
。
こ
れ
が
本
当
に
知
る
と
い
う
こ
と
だ
。

②

正
し
い
と
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
行
わ
な
い
の
は
臆
病
者
で
あ
る
。

③

過
ち
を
し
て
改
め
な
い
こ
と
、
こ
れ
を
本
当
の
過
ち
と
言
う
の
だ
。

④

人
徳
の
あ
る
人
は
孤
立
し
な
い
。
必
ず
賛
同
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
。

古
典
の
文
章
は
、
現
代
語
と
は
言
葉
の
決
ま
り
や
意
味
が
若
干
異
な
り
ま
す
。

語
釈
を
手
が
か
り
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
大
ま
か
に
と
ら
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

問
二

《

正

答

例

》

①

授
業
内
容
を
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
聞
き
流
し
て
い
た
ら
、
ま
っ
た

く
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
わ
か
っ
た
ふ
り
で
は
だ
め
な
ん
だ
と
わ
か

っ
た
。

②

先
輩
に
か
ら
か
わ
れ
て
嫌
な
顔
を
し
て
い
る
友
達
を
、
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
し
て
し
ま
っ
た
。
臆
病
者
の
自
分
を
反
省
し
た
。

③

う
っ
か
り
コ
ッ
プ
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
「
自
分
で
は
な
い
」
と
う

そ
を
つ
い
て
そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
後
悔
し
て
い
る
。

④

Ａ
さ
ん
が
、
掃
除
が
雑
な
こ
と
を
指
摘
し
、
放
課
後
一
人
で
掃
除
を
始

め
た
。
は
じ
め
は
み
ん
な
驚
い
た
顔
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
み
ん
な

で
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
掃
除
を
丁
寧
に
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。

昔
か
ら
残
さ
れ
て
い
る
言
葉
に
は
、
現
代
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち
に
も
十
分

通
じ
る
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

古
典
の
言
葉
の
意
味
を
、
大
ま
か
に
と
ら
え
た
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
言
っ
て
い
る
の
か
、
自
分
た
ち
の
生
活
に
置
き
換
え
な
が
ら
考
え
て
い
く
と

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
あ
～
、
こ
の
問
題
だ
っ
た
ら
分
か
る
か
ら
い
い
や
」

な
ん
て
、
上
の
空
で
授
業
を
受
け
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
こ
れ
を
知
る
を
こ
れ
と
知
る
と
為
し
、
知
ら
ざ

る
を
知
ら
ず
為
す
。
こ
れ
知
る
な
り
。
（
為
政
）
」

「
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
す
る
し
、
自
分

の
知
ら
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
と
す
る
。
こ
れ
が
本
当
に
知

る
と
い
う
こ
と
だ
。
」

分
か
っ
て
い
る
つ
も
り

が
一
番
怖
い
?

問
三

《
正
答
例
》

古
典
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
文
章
の
言
葉
を
引
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
文
（
文
章
）
を
書
い
た
人
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
と
、
自
分
の
も
の
の

見
方
や
考
え
方
を
比
べ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

具
体
的
な

日
常
生
活
の

場
面
を
考
え

て
い
ま
す
。

（
問
二
を
参

考
に
し
て
い

ま
す
）

選
ん
だ
言
葉
を
「

」

を
つ
け
て
書
い
て
い
ま

す
（
引
用
）
。
引
用
す

る
場
合
に
は
「

」
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

現
代
語
に

直
し
た
文
で

す
。
（
問
一
）

《
発
展
》

古
典
の
言
葉
を
、

別
の
短
い
言
葉
や

慣
用
句
に
置
き
換

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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中
学
校

二
年
国
語

問
題
○

［
お
礼
状
］

組

番
氏
名

次
の
会
話
文
Ａ
は
、
工
藤
さ
ん
と
吉
田
さ
ん
と
田
中
さ
ん
が
、
職
場
体
験
学
習
の
お
礼
状
に
つ
い
て
話
し
て
い
る

と
き
の
様
子
で
す
。
お
礼
状
Ｂ
は
、
工
藤
さ
ん
が
見
本
を
見
な
が
ら
書
い
た
も
の
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
気
持
ち
を

う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
と
悩
ん
で
い
ま
す
。
会
話
文
Ａ
と
お
礼
状
Ｂ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

吉
田

「
八
月
に
行
わ
れ
た
職
場
体
験
学
習
は
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ

工
藤

「
店
長
さ
ん
が
、
吉
田
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
友
達
と
い
う
こ
と

た
ね
。
」

も
あ
り
、
安
心
し
て
体
験
学
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
し
ね
。」

田
中

「
そ
う
そ
う
。
体
験
先
の
美
容
院
で
は
、
い
ろ
い
ろ
親
切
に
教

吉
田

「
店
長
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
に
気
さ
く

え
て
い
た
だ
け
た
し
、
職
業
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
か
ら
、
あ
ま
り
緊
張
す
る
こ
と
な

の
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
仕
方
ま
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け

く
体
験
で
き
て
よ
か
っ
た
わ
。
」

た
も
の
ね
。」

工
藤

「
と
こ
ろ
で
、
職
場
体
験
学
習
の
お
礼
状
を
書
い
て
み
た
ん
だ

工
藤

「
そ
う
だ
ね
。
お
店
の
掃
除
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
き
れ
い
な

け
れ
ど
、
こ
ん
な
文
面
で
ど
う
か
な
。
」

お
店
で
お
客
さ
ん
を
迎
え
る
の
は
、
わ
た
し
た
ち
も
気
持
ち
が

よ
か
っ
た
し
、
パ
ー
マ
の
ロ
ッ
ド
の
巻
き
方
の
よ
う
な
、
専
門

田
中

「
ど
れ
ど
れ
、
読
ま
せ
て
。
」

的
な
こ
と
ま
で
教
え
て
い
た
だ
け
た
も
の
。
」

工
藤

「
見
本
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
書
い
て
み
た
け
ど
、
わ
た
し
た
ち

吉
田

「
何
よ
り
も
、
店
長
さ
ん
か
ら
聞
い
た
『
笑
顔
の
意
味
』
は
、

の
気
持
ち
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
ら
、
気
持
ち
の
こ
も
っ
た

わ
た
し
は
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
わ
。」

お
礼
状
に
な
る
の
か
、
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
。」

田
中

「
う
ん
。『
自
分
が
笑
顔
で
い
れ
ば
相
手
の
こ
と
を
元
気
に
す
る

吉
田

「
そ
う
だ
ね
。
わ
た
し
た
ち
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
と
も
で
き
る
し
、
相
手
が
笑
顔
に
な
る
と
、
自
分
も
楽
し
く

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
」

生
活
で
き
る
』
と
い
う
言
葉
は
、
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
に

も
い
え
る
こ
と
だ
と
思
う
。
」

会 話 文 Ａ
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問
一

会
話
文
Ａ
に
あ
る
よ
う
に
、
工
藤
さ
ん
は
お
礼
状
を
書
い
て
み

た
も
の
の
納
得
が
い
か
な
い
よ
う
で
す
。

お
礼
状
Ｂ
の
文
面
だ
と
気
持
ち
が
伝
わ
ら
な
い
と
感
じ
る
の
は

な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
適
当
な
も
の
を
次
の

ア
～
エ
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

そ
の
時
体
験
し
た
内
容
や
そ
の
時
の
感
想
を
具
体
的
に
書
い
て

い
な
い
か
ら
。

イ

目
上
の
人
へ
の
お
礼
状
な
の
に
、
敬
語
表
現
や
手
紙
の
形
式
が

正
し
く
書
か
れ
て
い
な
い
か
ら
。

ウ

前
文
は
読
む
き
っ
か
け
と
な
る
部
分
な
の
に
、
季
節
の
あ
い
さ

つ
が
書
か
れ
て
い
な
い
か
ら
。

エ

体
験
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
き
添
え
た
り
、
気
持
ち
を
表
す

描
写
を
工
夫
し
て
い
な
い
か
ら
。

問
二

次
の
表
は
、
職
場
体
験
学
習
を
振
り
返
っ
て
項
目
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
会
話
文
Ａ
を
読
み
、
空
ら
ん
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
答
え
な
さ
い
。

体
験
内
容

○
パ
ー
マ
の
ロ
ッ
ド
の
巻
き
方
を
教
わ
っ
た
り
、（

①

）
を
行
っ
た
り
し
た
。

○
職
場
体
験
学
習
を
通
じ
て
、
職
業
に
つ
い
て
教
わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
（

②

）
を
話
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
体
験
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

○
体
験
の
中
で
聞
い
た
（

③

）
に
つ
い
て
の
話
が
印
象
的
で
、
心
に
残
っ
て
い
る
。

拝
啓

ま
だ
ま
だ
残
暑
の
残
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
先
日
は
お
忙
し
い
中
、
わ
た
し
た
ち
の
職
場

体
験
学
習
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
○
美
容
院
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
今

後
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
皆
様
の
一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

敬
具

八
月
二
十
七
日

○
○
中
学
校

田
中
○
○
・
吉
田
○
○
・
工
藤
○
○

○
○
美
容
院

店
長
○
○
様
・
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

お 礼 状 Ｂ

①

③

②

解

答

ら

ん

考
え
た
こ
と
・

感
じ
た
こ
と
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拝
啓

ま
だ
ま
だ
残
暑
の
残
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
先
日
は
お
忙
し
い
中
、
わ
た
し
た
ち
の
職
場
体

験
学
習
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

○
○
美
容
院
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の

生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
皆
様
の
一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

敬
具

八
月
二
十
七
日

○
○
中
学
校

田
中
○
○
・
吉
田
○
○
・
工
藤
○
○

○
○
美
容
院

店
長
○
○
様
・
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

問
三

工
藤
さ
ん
た
ち
は
、
お
礼
状
Ｂ
を
書
き
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
な
た
な
ら
、
お
礼
状
Ｂ
を
ど
の
よ
う
に
書
き
直
し
ま
す
か
。
会
話
文
Ａ
を
読
み
、

お
礼
状
Ｂ
の
主
文
Ｃ
を
書
き
直
し
な
さ
い
。

主 文 Ｃ

拝
啓

ま
だ
ま
だ
残
暑
の
残
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
皆
様
の
一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
具

八
月
二
十
七
日

○
○
中
学
校

田
中
○
○
・
吉
田
○
○
・
工
藤
○
○

○
○
美
容
院

店
長
○
○
様
・
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
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正

答

例

と

解

説

（
二
年
問
題
○

お
礼
状
）

問
一

《

正

答

》

ア

エ

問
題
文
の
選
択
肢
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
ど
れ
も
手
紙
を
書
く
上
で

大
切
な
こ
と
で
す
が
、
お
礼
状
Ｂ
を
読
む
と
、
敬
語
や
前
文
な
ど
の
手
紙
の
形

式
は
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
気
持

ち
を
伝
え
る
た
め
に
も
、
具
体
的
な
体
験
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
が
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
、
感
じ
た
の
か
、
描
写
を
工
夫
し
て
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
二《

正
答
例

》

①

（
お
店
の
・
店
内
の
）
掃
除

②

（
わ
た
し
た
ち
の
）
生
活
の
仕
方
（
の
ア
ド
バ
イ
ス
）

③

笑
顔
（
の
意
味
）

会
話
文
Ａ
か
ら
、
書
く
た
め
の
情
報
を
集
め
ま
し
ょ
う
。

問
題
文
の
表
の
項
目
は
、
実
際
に
書
く
と
き
の
構
成
に
役
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

手
紙
を
書
く
と
き
に
大
切
な
こ
と
は
、
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
を
考
え
、
伝

え
た
い
内
容
を
明
確
に
し
、
言
葉
を
選
び
、
気
持
ち
を
込
め
て
書
く
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
、
職
場
体
験
学
習
の
お
礼
状
な
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
は
も
ち
ろ
ん
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
び
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
の
か
、
具
体
的
に
書

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

拝
啓

ま
だ
ま
だ
残
暑
の
残
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
先
日
の
職
場
体
験
学
習
で
は
忙
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
対
応
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
店
内
の
掃
除
の
仕
方
だ
け
で
な
く
、
手
の
空
い
た
と

き
に
は
パ
ー
マ
の
ロ
ッ
ド
巻
き
ま
で
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

掃
除
が
終
わ
り
、
ピ
カ
ピ
カ
に
な
っ
た
店
内
を
見
回
し
た
と
き

に
は
何
か
誇
ら
し
い
思
い
が
し
ま
し
た
。

ま
た
、
○
○
様
か
ら
伺
っ
た
「
笑
顔
の
意
味
」
の
お
話
は
、
わ

た
し
た
ち
の
今
後
の
生
活
に
も
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
皆
様
の
一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
具

八
月
二
十
七
日

○
○
中
学
校

田
中
○
○
・
吉
田
○
○
・
工
藤
○
○

○
○
美
容
院

店
長
○
○
様
・
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

問
三

《
正
答
例
》

体
験
内
容
や
考
え
た
こ
と
が
具
体
的
に
書
か
れ
た
お
礼
状
は
、
相
手
に
気
持

ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
気
持
ち
や
情
景
を
表
す
言
葉
を
工

夫
す
る
こ
と
で
、
相
手
の
心
に
響
く
お
礼
状
に
な
り
ま
す
。

〈

発

展

〉

手
紙
に
は
形
式
が
あ
り
ま
す
。
時
候
の
あ
い
さ
つ
（
季
節
の
あ
い
さ
つ
）

で
始
ま
る
「
前
文
」
、
手
紙
の
用
件
、
伝
え
た
い
内
容
を
書
く
「
主
文
（
本

文
）
」
、
相
手
の
こ
と
を
気
遣
う
言
葉
や
結
び
の
あ
い
さ
つ
を
書
く
「
末
文
」
、

そ
し
て
、
日
付
、
自
分
の
名
前
、
相
手
の
名
前
を
書
く
「
後
付
け
」
。

お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
出
す
お
礼
状
や
、
親
し
い
人
に
近
況
報
告
。

相
手
に
合
わ
せ
て
表
現
の
仕
方
を
工
夫
し
て
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

ど

の

よ

う

な
体
験
を
し
た

の
か
、
具
体
的

に
書
か
れ
て
い

ま
す
。

そ

の

時

、

ど
ん
な
こ
と
を

感
じ
た
の
か
、

自
分
の
気
持
ち

を
具
体
的
に
書

い
て
い
ま
す
。

そ

の

時

に

聞
い
た
話
の
内

容
を
具
体
的
に

書
く
こ
と
で
、

自
分
の
考
え
に

説
得
力
を
持
た

せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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中
学
校

二
年
国
語

問
題
○

［
交
流
会
］

組

番
氏
名

岩
手
県
○
○
市
に
沖
縄
県
か
ら
中
学
生
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。
○
○
市
は
、
沖
縄
の
中
学
生
と
地
元
の
中
学
生
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
交
流

会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
県
の
様
子
を
紹
介
し
あ
い
ま
す
。
交
流
会
に
「
岩
手
県
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
準
備
し
て
臨
み
ま
し
た
。「
岩
手
県
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

を
読
み
、
沖
縄
の
中
学
生
大
城
さ
ん
と
上
原
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
て
、
あ
と
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

岩手県の気候

岩手県の気候は，平野部，山間部，そして沿岸部では大きく異なり

ます。

平野部では，夏は暑く，冬の寒さも厳しい盆地性の気候を示します。

奥羽山脈の山沿いでは，雪の多い日本海側の気候を示します。また，

沿岸部は海洋性の気候を示しますが，沿岸北部では，寒流の影響を受

け，冷害など気象災害が起こりがちです。

このように，南北に約１８９㎞，東西に約１２２㎞にもわたる岩手

県は，北と南，東と西では気候も大きく異なるといった特徴を持って

います。

岩手県パンフレット

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

平均気温(度) -3.1 -1.1 1.5 6.5 13.8 20.6 24.4 26.2 19.8 13.4 6.4 1.9

最高気温(度) 5.6 13.8 10.6 19.3 27.5 33.1 32.9 35.8 33.8 24.7 15.4 14.0

最低気温(度) -10.1 -12.4 -9.2 -2.6 2.1 6.4 15.7 18.1 7.6 0.2 -2.5 -6.3

降水量(mm) 76.0 21.0 104.5 74.0 131.5 188.0 217.0 249.5 172.0 76.0 74.5 250.0

最大降雪(cm) 21 13 17 - - - - - - - 3 35

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

平均気温(度) 0.7 0.3 2.6 6.6 11.2 16.7 21.9 24.9 19.5 14.1 8.6 4.3

最高気温(度) 11.9 20.6 18.3 21.3 27.0 31.6 33.5 34.5 33.5 25.0 19.7 17.2

最低気温(度) -9.4 -10.2 -6.6 -1.9 3.2 5.2 15.8 18.8 8.1 1.1 -1.0 -5.4

降水量(mm) 62.0 21.0 89.0 112.5 146.5 108.0 134.5 85.5 242.0 94.0 33.5 439.0

最大降雪(cm) 18 18 35 - - - - - - - - 15

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

平均気温(度) 1.3 0.9 2.9 7.1 13.2 19.0 23.8 25.5 20.4 14.9 9.0 4.8

最高気温(度) 11.5 13.0 16.3 16.7 26.8 33.4 34.5 35.0 33.1 24.7 19.1 17.7

最低気温(度) -6.5 -7.3 -4.9 -1.6 3.4 5.5 16.9 19.4 7.1 1.9 -0.7 -4.1

降水量(mm) 50.0 24.0 92.0 265.0 258.0 166.0 171.5 78.0 215.5 158.0 27.0 315.0

最大降雪(cm) 5 13 11 - - - - - - - - 16

盛岡の気象一般概況（2010年）

宮古の気象一般概況（2010年）

大船渡の気象一般概況（2010年）

データ：気象庁 http://www.jma.go.jp より引用

岩手県の自然
岩手県内陸部は，奥羽山脈，北上高地といった山岳丘陵地帯で占め，

一方沿岸部は，リアス式海岸となっています。

人里近くでも，ツキノワグマやニホンカモシカにばったり出会うこ

とがあります。また、秋には北上川にサケが遡 上します。県内のあち
そじょう

こちで県の鳥キジの鳴き声が聞こえ、山々に自生しているアカマツは，

ナンブアカマツと呼ばれ，高級建築材として珍

重されています。道端には，今では珍しくなっ

てしまったエゾタンポポを見つけることもでき

ます。

このように豊かな自然に囲まれた岩手県では，

イヌワシやハヤチネウスユキソウなど学術的に

大変貴重な動植物を数多く見ることができます。
ハヤチネウスユキソウ
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Ａ 沖縄の中学生 大城さんのスピーチ

Ｂ 沖縄の中学生 上原さんのスピーチ

みなさんこんにちは。わたしたちの沖縄県についていくつか紹介
したいと思います。

まずは，沖縄の島についてお話します。沖縄県には，大小１６０
の島があります。それぞれの島は，これまでの地球の長い歴史の中
で，アジア大陸とつながったり，また海に沈んだりを繰り返してき
ました。その過程で島特有の生き物が生息するようになったそうで
す。

イリオモテヤマネコやヤンバルクイナという名前は，みなさんも
聞いたことがあると思います。これら，沖縄特有の動物が他にもた
くさんいます。沖縄では，これまで約５９００種類の動物が確認さ
れているそうです。また，植物も温暖な気候のため，ハイビスカス
やデイゴなど色鮮やかな花が咲きます。

わたしは，沖縄の自然が大好きです。沖縄特有の貴重な自然を守
っていきたいと考えています。岩手県にも，貴重な動植物が生息す
ると聞いています。みなさんの身の回りには、どんな動植物がいる
のでしょうか。わたしは、各地の自然についての話を聞くことが沖
縄の自然を守ることにつながっていくと考えています。

みなさんこんにちは。やはり，岩手と沖縄では気候がだいぶ違い
ますね。

沖縄県は，１年を通じて気温が高く，真冬でも１０度を下回るこ
とはほとんどありません。１年間の平均気温は２２度くらいです。
そのため，１月の末には桜の花見が行われ，４月には蝉も鳴き始め
ます。

このように暖かい気候なのですが，梅雨や台風の影響で雨は多く
降ります。６月から１０月が台風シーズンであり，台風の通り道に
なっているため，大きな被害が出る年もあります。しかも，年間の
降水量は約２０００ミリと多いのですが，大きな森や川が少ないた
め，水がすぐに海に流れてしまいます。そのため，水は貴重な資源
です。

岩手では，冬は０度以下になることもあると聞きました。雪がた
くさん降る地域もあると聞きました。岩手の気候について教えてほ
しいと思います。

今回の訪問で，沖縄と岩手の気候の違いを感じ，それぞれの環境
についてお互いに意見を交流しあうことが，自分たちのふるさとを
より深く知ることにつながり、ふるさとに誇りを持つことにもつな
がるのではないかと考えています。
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〈
設
問
一
、
二
は
、
「
沖
縄
の
中
学
生
の
ス
ピ
ー
チ
」
Ａ
Ｂ
を
聞
い
て
答
え
る
問
題
で
す
。
設
問
一
、
二
を
読
ん
で
か
ら
、
「
沖
縄
の
中
学
生
の
ス
ピ
ー
チ
」

Ａ
Ｂ
を
聞
い
て
問
題
に
答
え
な
さ
い
。
メ
モ
を
と
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
問
二
に
つ
い
て
は
、
ス
ピ
ー
チ
Ａ
Ｂ
の
ど
ち
ら
か
選
ん
で
答
え
な
さ
い
。
〉

問
一

「
沖
縄
の
中
学
生
の
ス
ピ
ー
チ
」
は
、
沖
縄
県
の
様
子
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ス
ピ
ー
チ
で
取
り
上
げ
て
い
る
内
容
を
、
あ
と
の
選
択
肢
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

沖
縄
の
動
植
物

イ

沖
縄
の
食
べ
物

ウ

沖
縄
の
気
温

エ

沖
縄
の
島
々

オ

沖
縄
の
歴
史

カ

沖
縄
の
降
水
量

問
二

「
沖
縄
の
中
学
生
の
ス
ピ
ー
チ
」
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
質
問
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
ど
の
よ

う
に
答
え
ま
す
か
。
次
の
例
文
Ｃ
の
空
ら
ん
に
言
葉
を
書
き
入
れ
て
質
問
の
答
え
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

〈
例
文
Ｃ
〉

み
な
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
岩
手
県
へ
。
岩
手
県(

①
※
岩
手
県
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に
し
た
内
容)

。

ま
た
、
わ
た
し
の
（

②

※
自
分
の
身
の
回
り
を
参
考
に
し
た
内
容

）
。

わ
た
し
（

③

※
そ
れ
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え

）
。

①

岩
手
県
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に
し
た
内
容

②

自
分
の
身
の
回
り
を
参
考
に
し
た
内
容

③

そ
れ
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え

Ａ

Ｂ

〈
メ
モ
ら
ん
〉

スピーチ（ ）に対して
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正

答

例

と

解

説

（
二
年
問
題
○

交
流
会
）

問
一

《

正

答

》

Ａ

ア

・

エ

Ｂ

ウ

・

カ

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
き
、
話
の
構
成
や
展
開
に
注
意
し
て
聞
き
と
り

ま
し
ょ
う
。
話
の
中
心
は
何
な
の
か
、
事
実
と
し
て
話
し
て
い
る
内
容
と
、
話

し
手
の
意
見
（
考
え
）
と
し
て
話
さ
れ
て
い
る
内
容
を
聞
き
分
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

・
ど
こ
で
話
題
が
変
わ
っ
て
い
る
か

・
具
体
的
な
数
値
を
使
っ
て
何
を
説
明
し
て
い
る
か

・
（
具
体
的
に
説
明
し
た
こ
と
に
つ
い
て
）
話
し
手
は
ど
う
考
え
て
い
る
か

に
注
意
し
て
聞
き
取
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
時
、
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聞
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

問
二問

二
は
、
い
ろ
い
ろ
な
解
答
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
正
答
例
を
示

し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
質
問
さ
れ
て

い
る
の
か
を
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ス
ピ
ー
チ
Ａ

大
城
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ

「
～
岩
手
県
に
も
、
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
身
の
回
り
に
は
、
ど
ん
な
動
植
物
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
～
」

→
岩
手
県
の
貴
重
な
動
植
物
に
つ
い
て

→
身
の
回
り
の
動
植
物
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
チ
Ｂ

上
原
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ

「
～
岩
手
で
は
、
冬
は
０
度
以
下
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
雪

が
た
く
さ
ん
降
る
地
域
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
岩
手
の
気
候
に
つ
い
て
教

え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
（
中
略
）
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
つ
い
て
お
互
い

に
意
見
を
交
換
し
あ
う
こ
と
～
」

→
岩
手
県
の
気
候
に
つ
い
て

→
（
自
分
の
地
域
の
）
気
候
に
つ
い
て

こ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

《

正

答

例

》

〈
ス
ピ
ー
チ
Ａ

（
大
城
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
）
に
対
し
て
〉

み
な
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
岩
手
県
へ
。
岩
手
県

①

に
も
、
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
学
術
的
に
も
貴
重
な
イ

ヌ
ワ
シ
や
ハ
ヤ
チ
ネ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
、
今
で
は
珍
し
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
で
す
。
ま
た
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
を

見
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
わ
た
し
の

②

家
の
近
く
の
川
に
も
、
秋
に
な
る
と
サ
ケ
が
上
っ
て
き
ま
す
し
、
ウ
グ

イ
や
、
ア
ユ
、
カ
ジ
カ
な
ど
、
川
魚
が
た
く
さ
ん
生
息
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し

③

も
、
岩
手
の
自
然
が
大
好
き
で
す
。
こ
の
自
然
を
ず
っ
と
残
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
ス
ピ
ー
チ
Ｂ

（
上
原
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
）
に
対
し
て
〉

み
な
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
岩
手
県
へ
。
岩
手
県

①

は
、
平
野
部
、
山
間
部
、
沿
岸
部
で
は
大
き
く
気
候
が
異
な
り
ま
す
が
、

だ
い
た
い
冬
の
気
温
は
氷
点
下
に
な
り
、
各
地
で
雪
が
降
り
ま
す
。

ま
た
、
わ
た
し
の

②

地
域
は
、
冬
の
寒
さ
が
厳
し
く
、
氷
点
下
二
十
度
近
く
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

わ
た
し

③

は
、
冬
の
寒
さ
を
考
え
る
と
、
暖
か
い
地
方
に
あ
こ
が
れ
ま
す
。
い
つ

の
日
か
今
度
は
沖
縄
の
気
候
を
体
感
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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中
学
校

三
年
国
語

問
題
○

［
携
帯
電
話
］

組

番
氏
名

新
聞
を
読
ん
で
い
る
と
、
携
帯
電
話
を
題
材
に
扱
っ
た
次
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
内
容
だ
っ
た
の
で
、
題
材
と
な
っ
て
い

る
調
査
結
果
も
併
せ
て
読
み
ま
し
た
。
次
の
新
聞
記
事
Ａ
と
調
査
結
果
Ｂ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

中
学
生
に
と
っ
て
必
要
か

新聞記事Ａ

ひと言

待
ち
合
わ
せ
の
時
間
に
現
れ

そ
の
「
犠
牲
」
が
見
え
て
く
る
。

か
の
時
間
を
、
そ
れ
も
毎
日
、

次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

な
い
友
人
を
不
安
を
抱
え
て
待

そ
れ
は
、
岩
手
県
立
総
合
教

携
帯
電
話
で
の
通
話
や
メ
ー
ル

『
い
っ
た
ん
所
有
す
る
と
１
時

ち
、
や
っ
と
現
れ
た
友
人
は
、

育
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
「
中
学

に
費
や
し
て
い
る
と
い
う
。

間
以
上
は
通
話
や
メ
ー
ル
、
イ

「
場
所
が
わ
か
ら
な
く
て
…
」

校
の
家
庭
学
習
実
施
状
況
に
関

む
ろ
ん
多
く
の
現
代
人
は
携

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
時
間
を

と
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
謝
る
。

す
る
調
査
」
の
一
項
目
で
あ
る
。

帯
電
話
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。

費
や
し
て
し
ま
う
傾
向
が
考
え

二
十
年
前
に
は
、
街
角
で
よ
く

調
査
の
中
に
、
携
帯
電
話
の
使

連
絡
は
随
時
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ら
れ
ま
す
。
当
然
「
家
庭
学
習
」

見
か
け
る
光
景
だ
っ
た
。

用
状
況
を
問
う
質
問
が
あ
っ
た
。

ト
で
情
報
を
い
つ
で
も
取
り
出

に
与
え
る
影
響
も
予
想
さ
れ
ま

携
帯
電
話
が
普
及
し
て
久
し

す
』
と
。

い
。
最
近
の
調
査
で
は
、
そ
の

中
学
生
に
と
っ
て
、「
携
帯

普
及
率
は

％
を
超
え
、
各
家

電
話
は
悪
」
と
決
め
つ
け
る
の

80

庭
に
一
台
以
上
の
携
帯
電
話
が

こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
県
内

せ
、
待
ち
時
間
に
は
音
楽
を
聴

は
飛
躍
し
て
い
る
が
、
少
な
く

あ
る
と
い
う
状
況
が
普
通
に
な

中
学
生
の
約

％
が
、
平
日
に
、

く
…
…
。
こ
の
先
、
携
帯
電
話

と
も
薬
に
は
な
る
ま
い
。
中
学

30

っ
た
。
そ
の
利
便
性
は
今
更
語

一
時
間
以
上
も
携
帯
電
話
で
の

の
な
い
生
活
な
ど
考
え
に
く
い
。

生
に
は
、
冒
頭
の
よ
う
な
気
持

る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、

通
話
や
メ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る

し
か
し
、
そ
れ
が
中
学
生
に

ち
も
経
験
し
た
大
人
に
な
っ
て

何
か
が
便
利
に
な
れ
ば
犠
牲
と

と
い
う
。
ま
た
、
ま
っ
た
く
使

と
っ
て
ど
う
か
と
い
う
と
話
は

ほ
し
い
と
考
え
る
の
は
、
大
き

な
る
も
の
が
出
て
く
る
の
も
世

わ
な
い
生
徒
が
約
半
数
い
る
も

別
で
あ
る
。
前
述
の
「
家
庭
学

な
お
世
話
だ
ろ
う
か
。

の
常
。
一
つ
の
調
査
結
果
か
ら

の
の
、
残
り
の
半
数
は
、
幾
ら

習
に
つ
い
て
の
状
況
調
査
」
は
、

（
康
）
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問
一

次
の
各
文
は
、
新
聞
記
事
Ａ
、
調
査
結
果
Ｂ
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
空
ら
ん
ア
～
ウ
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
資
料
の
中
か
ら
探
し
て
答
え
な

さ
い
。

○

新
聞
記
事
Ａ
で
は
、
県
内
中
学
生
の
平
日
の
携
帯
電
話
使
用
時
間
が
（

ア

）
の
生
徒
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
調
査
結
果
Ｂ
に
よ
る
と
、
（

ア

）
の

生
徒
は
、
県
内
中
学
生
の
（

イ

）
％
で
あ
る
。

○

調
査
結
果
Ｂ
の
考
察
で
は
、
携
帯
電
話
の
使
用
が
、
（

ウ

）
に

与
え
る
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。

ア

イ

ウ

問
二

新
聞
記
事
Ａ
の
な
か
で
、「
犠
牲
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
表
現
を
使
っ
て
い
る
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
を
次
の

１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

１

携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
っ
て
、
環
境
破
壊
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
か
ら

２

携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
っ
て
、
学
習
時
間
が
減
っ
て
い
く
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
か
ら

３

携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
っ
て
、
表
現
力
が
乏
し
く
な
る
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
か
ら

４

携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
っ
て
、
保
護
者
の
出
費
が
増
え
る
こ
と
伝
え
た
か
っ
た
か
ら

調査結果Ｂ

解答欄

「岩手県内小・中学校の家庭学習実施状況に関する調査研究」
平成 21 年度岩手県立総合教育センター より
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問三新聞記事Ａと調査結果Ｂを読み、「携帯電話との関わり方」という題名で文章を書きなさい。

その時、次の条件に当てはめて文章を書くこと。

〈条件〉

１一段落目に「携帯電話を中学生が使用すること」についてあなたの考えを書くこと。

２文中に、「新聞記事Ａ」、もしくは、「調査結果Ｂ」の言葉を用いること。

※両方用いてもかまわない

３一行目から本文を書くこと。

４原稿用紙の正しい使い方に従って、三百字以上、四百字以下でまとめること。

3
0

0
4

0
0
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正

答

例

と

解

説

（
三
年

携
帯
電
話
）

問
一

《

正

答

》

ア

一
時
間
以
上

イ

・
６
％

27

ウ

家
庭
学
習

新
聞
記
事
が
、
ど
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
取
り
上
げ
て
い
る
か
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
文
中
に
配
置
す
る
か
で
、
文
章
の
書
き
手
の
考
え
方
を
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
二《

正

答

》

２
「
犠
牲
」
と
い
う
表
現
の
あ
と
「
中
学
生
の
家
庭
学
習
実
施
状
況
に
関
す
る

調
査
」
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
き
手
は
、
「
犠
牲
」
と
「
家
庭
学
習
時

間
」
を
関
連
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
書
き
手
の
調
査
項
目

の
取
り
あ
げ
方
も
、
携
帯
電
話
の
使
用
に
よ
り
学
習
時
間
が
「
犠
牲
」
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

〈

発

展

〉

新
聞
に
は
、
問
題
文
の
よ
う
な
「
コ
ラ
ム
」（
短
い
評
論
や
、
囲
み
記
事
）
、

「
社
説
」
（
新
聞
社
の
意
見
や
主
張
と
し
て
載
せ
る
論
説
）
に
、
記
者
（
新

聞
社
）
の
意
見
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
意
見
を
、
ど
の
よ
う
な

論
の
展
開
で
述
べ
て
い
る
か
読
み
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
三

《
正
答
例
》

「距離をとって関わって行
く必要がある」という自分
の考えが書かれています。

自分の体験を具体例として
あげています。具体例を書
くことで説得力が増します。

具
体
例
と
関
連
さ
せ
て
、
自
分
の
考
え
を
も
う
一
度
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
考
え
を
述
べ
る
位
置
に
よ
っ
て
「
頭
括
式
」「
尾
括
式
」「
双
括
式
」

と
区
別
し
ま
す
が
、
こ
の
文
章
は
、
「
双
括
式
」
だ
と
い
え
ま
す
。
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イ ア イ ア イ ア

相
手
を
説
得
す
る

ス
ピ
ー

チ

司
会
・
提
案
者

説
明
や
発
表

対
話
や
討
論

報
告
や
紹
介

『

交
通
安
全
討
論
会
』

討
論
会
で
提
案
す
る

『

ゴ
ミ
問
題
』

ス
ピ
ー

チ
す
る

『

交
通
安
全
討
論
会
』

討
論
会
の
司
会
を
す
る

『

交
流
会
』

説
明
や
発
表
を
聞
き
、

そ

れ
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ

る 『

交
通
安
全
討
論
会
』

共
通
点
や
相
違
点
を
考
え

る 『

中
学
生
に
な
っ

て
』

日
常
生
活
の
様
子
を
紹
介

す
る

　
自
転
車
の
マ
ナ
ー

に
つ
い

て
の
討
論
会
で
、

示
さ
れ
た

デ
ー

タ
を
用
い
な
が
ら
自
分

の
考
え
を
提
案
す
る
。

　
無
分
別
の
ゴ
ミ
の
写
真

や
、

一
般
廃
棄
物
の
統
計
表

か
ら
、

ス
ピ
ー

チ
す
る
た
め

の
内
容
を
読
み
取
り
、

ス

ピ
ー

チ
メ
モ
を
作
成
す
る
。

　
自
転
車
の
マ
ナ
ー

に
つ
い

て
の
討
論
会
で
出
さ
れ
た
趣

旨
の
異
な
る
意
見
に
つ
い

て
、

方
向
性
を
元
に
戻
す
。

　
沖
縄
の
中
学
生
と
の
交
流

会
の
中
で
、

沖
縄
の
中
学
生

の
ス
ピ
ー

チ
で
出
さ
れ
た
質

問
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
日

常
生
活
を
も
と
に
し
て
答
え

る
。

　
自
転
車
の
マ
ナ
ー

に
つ
い

て
の
討
論
会
で
出
さ
れ
た
二

つ
の
意
見
の
、

共
通
点
と
相

違
点
を
ま
と
め
る
。

　
出
身
小
学
校
へ
中
学
校
の

様
子
を
紹
介
す
る
た
め
の
ス

ピ
ー

チ
原
稿
を
、

会
話
文
、

学
校
紹
介
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
も
と
に
作
成
す
る
。

ア ア オ エ エ ア
　
社
会
生
活
の
中
か
ら
話
題
を

決
め
、

自
分
の
経
験
や
知
識
を

整
理
し
て
考
え
を
ま
と
め
、

語

句
や
文
を
効
果
的
に
使
い
、

資

料
な
ど
を
活
用
し
て
説
得
力
の

あ
る
話
を
す
る
こ
と
。

　
社
会
生
活
の
中
か
ら
話
題
を

決
め
、

自
分
の
経
験
や
知
識
を

整
理
し
て
考
え
を
ま
と
め
、

語

句
や
文
を
効
果
的
に
使
い
、

資

料
な
ど
を
活
用
し
て
説
得
力
の

あ
る
話
を
す
る
こ
と
。

　
相
手
の
立
場
や
考
え
を
尊
重

し
、

目
的
に
沿
っ

て
話
し
合

い
、

互
い
の
発
言
を
検
討
し
て

自
分
の
考
え
を
広
げ
る
こ
と
。

　
話
の
論
理
的
な
構
成
や
展
開

な
ど
に
注
意
し
て
聞
き
、

自
分

の
考
え
と
比
較
す
る
こ
と
。

　
必
要
に
応
じ
て
質
問
し
な
が

ら
聞
き
取
り
、

自
分
の
考
え
と

の
共
通
点
や
相
違
点
を
整
理
す

る
こ
と
。

　
日
常
生
活
の
中
か
ら
話
題
を

決
め
、

話
し
た
り
話
し
合
っ

た

り
す
る
た
め
の
材
料
を
人
と
の

交
流
を
通
し
て
集
め
整
理
す
る

こ
と
。

㋐ ㋐ ア ㋐ 話
題

設
定

イ イ イ イ イ 話
す

こ
と

ウ エ ㋓ ㋓ 聞
く

こ
と

㋔ オ オ 話
し

合
い

書
イ

書
ア

書
ア
イ

関
連
す
る
指
導
事
項

二
年

三
年

重
点
指
導
事
項

学
年

番
号

【補助資料４】

　
　
活
用
問
題
出
題
一
覧
表
　
〔
Ａ
　
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
　
〕

言

語

活

動

例

問
題
の
概
要

問
　
題
　
名

学

習

指

導

要

領

指

導

事

項

一
年
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イ ア ウ ウ イ ア ウ イ ア

工
夫
し
て
編
集

す
る

批
評
文
を
書
く

手
紙
を
書
く

手
紙
を
書
く

立
場
を
決
め
て

意
見
を
述
べ
る

詩
歌
や
物
語

案
内
や
報
告

図
表
を
用
い
る

鑑
賞
文

『

学
級
新
聞
』

批
評
文
を
書
く

『

お
礼
状
』

社
会
生
活
に
必
要
な
手
紙
を
書
く

『

お
礼
状
』

社
会
生
活
に
必
要
な
手
紙
を
書
く

『

新
聞
に
投
書
す
る
』

立
場
を
決
め
て
意
見
を
述
べ
る

『

中
学
生
ふ
る
さ
と
の
短
歌
』

短
歌
を
詠
も
う

『

運
動
会
の
案
内
』

行
事
の
案
内
文
を
書
く

『

ポ
ス
タ
ー

セ
ッ

シ
ョ

ン
』

グ
ラ
フ
を
用
い
た
文
章
を
書
く

『

バ
ス
ル
ー

ム
』

鑑
賞
文
を
書
く

　 　
２
つ
の
新
聞
記
事
を
読
み
比
べ
、

そ
れ

ぞ
れ
の
記
事
の
構
成
や
表
現
の
仕
方
を
比

較
し
な
が
ら
、

文
章
を
批
評
す
る
。

　
職
場
体
験
学
習
の
お
礼
状
の
文
面
を
考

え
る
。

　
職
場
体
験
学
習
の
お
礼
状
の
文
面
を
考

え
る
。

　
文
章
や
グ
ラ
フ
と
い
っ

た
複
数
の
テ
キ

ス
ト
か
ら
、

自
分
に
必
要
な
情
報
を
取
り

出
し
、

自
分
の
立
場
を
決
め
、

文
章
を
書

く
た
め
の
構
成
を
考
え
る
。

　
複
数
の
短
歌
を
読
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
短

歌
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
る
問
題
と
、

思
い
浮
か
べ
た
情
景

を
も
と
に
短
歌
の
下
の
句
を
考
え
る
。

　
地
域
の
お
年
寄
り
に
向
け
て
、
「

運
動

会
の
案
内
」

を
書
く
。

伝
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
と
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に

し
た
案
内
文
を
書
く
。

　
ポ
ス
タ
ー

に
、

グ
ラ
フ
を
用
い
た
文
章

を
書
く
場
合
、

ど
の
グ
ラ
フ
を
用
い
る
の

が
効
果
的
か
考
え
る
。

　
絵
や
文
章
な
ど
複
数
の
テ
キ
ス
ト
か
ら

自
分
に
必
要
な
情
報
を
取
り
出
し
、

必
要

に
応
じ
て
加
工
し
な
が
ら
、

絵
画
を
紹
介

す
る
文
章
を
ま
と
め
る
。

イ オ ウ イ ウ イ ウ イ
　 　

論
理
の
展
開
を
工
夫
し
、

資
料
を
適
切

に
引
用
す
る
な
ど
し
て
、

説
得
力
の
あ
る

文
章
を
書
く
こ
と
。

　
書
い
た
文
章
を
互
い
に
読
み
合
い
、

文

章
の
構
成
や
材
料
の
活
用
の
仕
方
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
り
助
言
し
た
り
し

て
、

自
分
の
考
え
を
広
げ
る
こ
と
。

　
事
実
や
事
柄
、

意
見
や
心
情
が
相
手
に

効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う
に
、

説
明
や
具
体

例
を
加
え
た
り
、

描
写
を
工
夫
し
て
書
く

こ
と
。

　
自
分
の
立
場
及
び
伝
え
た
い
事
実
や
事

柄
を
明
確
に
し
て
、

文
章
の
構
成
を
工
夫

す
る
こ
と
。

　
事
実
や
事
柄
、

意
見
や
心
情
が
相
手
に

効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う
に
、

説
明
や
具
体

例
を
加
え
た
り
、

描
写
を
工
夫
し
て
書
く

こ
と
。

　
集
め
た
材
料
を
分
類
す
る
な
ど
し
て
整

理
す
る
と
と
も
に
、

段
落
の
役
割
を
考
え

て
文
章
を
構
成
す
る
こ
と
。

　
伝
え
た
い
事
実
や
事
柄
に
つ
い
て
、

自

分
の
考
え
や
気
持
ち
を
根
拠
を
明
確
に
し

て
書
く
こ
と
。

　
集
め
た
材
料
を
分
類
す
る
な
ど
し
て
整

理
す
る
と
と
も
に
、

段
落
の
役
割
を
考
え

て
文
章
を
構
成
す
る
こ
と
。

ア ア ア ア ア ア ア ア
課
題

設
定

㋑ イ イ ㋑ イ ㋑ イ ㋑ 構
成

ウ ㋒ ㋒ ㋒ ウ ㋒ ウ
記
述

エ エ
推
敲

㋔ 交
流

読
ア

読
ウ

読
イ

読
エ

読
イ

読
ウ

話
・
聞

ア
イ

読
イ

関
連
す
る

指
導
事
項

　
　
活
用
問
題
出
題
一
覧
表
　
〔

Ｂ
　
書
く
こ
と
　
〕

番
号

言
語
活
動
例

問
題
名

問
題
の
概
要

重
点
指
導
事
項

二
年

一
年

学

習

指

導

要

領

指

導

事

項

三
年

学
年
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ウ ア ウ イ ア ウ イ ア

読
書
生
活

物
語
や
小
説
の
批
評

新
聞
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
、

図
書
館
の

活
用

内
容
や
表
現
の
仕
方

に
つ
い
て
考
え
を
述

べ
る

詩
歌
や
物
語
の
感
想

交
流

本
の
紹
介

文
章
と
図
表
の
関
連

文
章
の
音
読

『

イ
ソ
ッ

プ
童
話
』

物
語
を
比
較
す
る

『

カ
メ
ラ
の
紹
介
』

文
章
の
改
善
点
・
工
夫
点

を
指
摘
す
る

『

秋
の
歌
』

詩
歌
を
読
ん
で
感
想
を
交

流
す
る

『

本
の
紹
介
』

引
用
し
て
紹
介
す
る

『

図
書
室
へ
行
こ
う
』

文
章
と
図
表
と
の
関
係

『

ブ
ッ

ク
ト
ー

ク
』

主
人
公
の
心
情
を
と
ら
え

て
朗
読
す
る

　 携
帯
電
話
を
取
り
あ
げ
た
「

コ
ラ
ム
」

と
、

家

庭
学
習
調
査
の
報
道
記
事
の
携
帯
電
話
を
取
り

あ
げ
た
部
分
を
、

も
と
に
な
っ

た
調
査
結
果
に

照
ら
し
あ
わ
せ
て
比
較
す
る
。

家
庭
学
習
調
査
に
つ
い
て
の
報
道
記
事
の
、

携

帯
電
話
を
取
り
あ
げ
た
部
分
を
、

題
材
と
な
っ

た
調
査
結
果
を
も
と
に
書
き
直
す
。

携
帯
電
話
を
取
り
あ
げ
た
「

コ
ラ
ム
」

と
、

題

材
に
な
っ

た
調
査
結
果
を
比
較
し
な
が
ら
、

「

携
帯
電
話
と
の
関
わ
り
方
」

に
つ
い
て
、

四

百
字
以
内
で
ま
と
め
る
。

　
『

イ
ソ
ッ

プ
童
話
』
「

ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ

ス
」

と
『

伊
曾
保
物
語
』
「

蝉
と
蟻
の
事
」

を

比
較
し
、

ど
ち
ら
の
構
成
が
幼
稚
園
児
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
い
か
を
考
え
る
。

　 　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
商
品
紹
介
の
文
章
の
、

工
夫
点
・
改
善
点
を
指
摘
す
る
。

　
三
編
の
詩
歌
（

短
歌
・
俳
句
・
漢
詩
）

を
読

ん
で
、

選
ん
だ
一
編
に
つ
い
て
感
想
を
ま
と
め

る
。

　
図
書
委
員
会
の
活
動
と
し
て
、
「

論
語
」

の

言
葉
を
引
用
し
て
図
書
紹
介
の
ポ
ッ

プ
を
作
成

す
る
。

　
図
書
委
員
会
便
り
「

図
書
室
へ
行
こ
う
」

を

読
み
、

文
章
と
グ
ラ
フ
の
関
係
を
考
え
、

文
章

の
矛
盾
点
に
気
づ
き
指
摘
す
る
。

　
芥
川
龍
之
介
の
「

ト
ロ
ッ

コ
」

と
、

宮
沢
賢

治
の
「

セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー

シ
ュ
」

の
一
場
面
を

読
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
『

涙
の
場
面
』

の
朗
読
の

仕
方
を
考
え
る
。

ウ ウ エ ウ ウ ウ オ エ ウ

　 　
文
章
を
読
み
比
べ
る
な
ど
し
て
、

構

成
や
展
開
、

表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
評

価
す
る
こ
と
。

　
文
章
を
読
み
比
べ
る
な
ど
し
て
、

構

成
や
展
開
、

表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
評

価
す
る
こ
と
。

　
文
章
を
読
ん
で
人
間
、

社
会
、

自
然

な
ど
に
つ
い
て
考
え
、

自
分
の
意
見
を

持
つ
こ
と
。

　
文
章
を
読
み
比
べ
る
な
ど
し
て
、

構

成
や
展
開
、

表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
評

価
す
る
こ
と
。

　
文
章
の
構
成
や
展
開
、

表
現
の
仕
方

に
つ
い
て
、

根
拠
を
明
確
に
し
て
自
分

の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
。

　
文
章
の
構
成
や
展
開
、

表
現
の
仕
方

に
つ
い
て
、

根
拠
を
明
確
に
し
て
自
分

の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
。

　
文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
や

考
え
方
を
と
ら
え
、

自
分
の
も
の
の
見

方
や
考
え
方
を
広
く
す
る
こ
と
。

　
文
章
の
構
成
や
展
開
、

表
現
の
特
徴

に
つ
い
て
、

自
分
の
考
え
を
持
つ
こ

と
。

　
場
面
の
展
開
や
登
場
人
物
な
ど
の
描

写
に
注
意
し
て
読
み
、

内
容
の
理
解
に

役
立
て
る
こ
と
。

ア ア ア ア ア ア ア ア
語
句
の

意
味

イ イ イ イ イ イ イ イ ㋒
文
章
の

解
釈

㋒ ㋒ ウ㋓ ㋒ ㋒ ㋒ エ㋔ ㋓ エ
自
分
の
考

え
の
形
成

カ カ
読
書
と

情
報
活
用

書
ア
イ
ウ

書
イ

伝
国
ア
（

ア
）

伝
国
ア
（

イ
）

伝
国
ア

（

ア
）
（

イ
）

関
連
す
る

指
導
事
項

三
年

二
年

一
年

学
年 　

　
活
用
問
題
出
題
一
覧
表
　
＊

Ｃ
　
読
む
こ
と
　
＋

番
号

言
語
活
動
例

問
題
名

問
題
の
概
要

重
点
指
導
事
項

学

習

指

導

要

領

指

導

事

項

情
報
の
比
較

イ

『

携
帯
電
話
』

携
帯
電
話
を
取
り
あ
げ
た

新
聞
と
調
査
結
果
を
比
較

す
る
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